





































































































































待機しダッシュを始める地点を 30m 地点，同様にＣが 60m 地点とし，バトンの受け渡しがテークオーバーゾーン
20m の真ん中の地点で行われるとすれば，一人あたりの走る距離はいずれも 40m となる。
新学習指導要領に対応した陸上競技授業の構想 49















































































































































跳びやすい」は 27％であった。また，「どちらとも言えない」は 41％で，その内の 64％が，「助走スピードが遅い
場合は，踏切脚の足裏全体で力強く踏みきる方が跳びやすいが記録が高まりにくい感じがする。また，助走スピー
ドが速い場合は，踏切脚以外を意識して踏みきる方が記録が高まりそうな感じがする」と回答した。また，ａでは，
「スピードを上げるとつぶれてしまい，スピードが遅いと身体を上昇させにくい。」，ｂでは，「踏切脚以外の使い方
（反対脚の動作，腕の動作など）を覚えるとやりやすいが，踏切脚だけを意識するよりは難しい。」との感想があっ
た。ａは，助走スピードが速すぎず遅すぎない場合には取り入れやすく，ｂを用いる場合には，踏切脚以外の各部
位をどのように動かすのかを十分に指導する必要があると考えられる。
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